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（２）化学性分析結果
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分析項目

分析値からの設計

※この設計はあくまで目安です。農協・普及センターの助言のもとに施肥設計して下さい。
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（７）総合評価

※この総合評価はあくまで参考です。農協・普及センターの助言のもとに土壌改良して下さい。

（６）生物性診断結果
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キタネグサレセンチュウの頭数が20頭/25g以上確認された場合、品質が低下する可能性があります
。えん麦野生種など対抗植物を組み入れた輪作を行いましょう。
生育と養分吸収は、８月頃から盛んになり、養分吸収根の分布も浅いことから分肥が合理的です。
ただし、分肥は登熟が遅れないよう7月下旬までには終わらせて下さい。
マルチ栽培では肥効が高まるので、多肥にならないように注意してください。
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